
松ヶ江中学校の「ＳＤＧｓ」の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５年度から「エコキャップウイング活動」に取り組んでいます。この取組は、飲み終わった

ペットボトルのキャップを回収し、再利用する際に生まれる利益を、ワクチンに変え、途上国の子

ども支援に役立てる取組です。 

また、令和７年度は、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）が、全国の小・中・高等学校に

投げかけている取組「“届けよう、服のチカラ”プロジェクト」にも参加し、戦争などで難民となっ

た世界の子どもたちに服を届けようという取組を行っています。 

ぜひ、ご家庭にあるペットボトルキャップ、衣服（子ども用）を、ご寄付いただければと思いま

す。 

 

 

 

 

 

松ヶ江中学校は、来るソサイエティ５.０の時代に生きる生徒たちが、未来で活躍できるよう

ICT 教育・教育 DX に力を入れています。各教室にプロジェクターを設置するなどのハード面、

教職員研修を通したソフト面の充実を図っており、令和６年には、日本教育工学研究協議会

（JAET）から、北九州市で初めての「学校情報化優良校」に認定されました。 



 

 

 

 

松ヶ江中学校は、２年生時に職業体験学習を取り入れ、近隣の企業等に職業体験にいって

います。実際に働いている現場での体験を通して、「働くことの意義」や「将来の仕事観」につ

いて考えを深める「キャリア教育」を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

松ヶ江中学校は、人権教育に力を入れており、門司区中学校の人権教育を推進する拠点校

です。１１月には「差別問題」のかかわる授業プラグラムを実践しており、１２月４日から１０日ま

での人権週間では、朝自習を使って、人権に関する諸問題について考える時間を設けています。 

人権教育に関する職員研修にも力を入れており、新門司地域交流センターとも連携しなが

ら、様々な講演会、研修会を通して、教職員の人権意識の向上を図っています。 

 

 

 

 

 

 

松ヶ江中学校は、本校の平和教育カリキュラムに則り、７月に平和授業を行っています。１年

生は「夏服の少女たち（広島原爆）」、２年生は「嘉代子桜（長崎原爆）」、３年生は「島唄（沖

縄戦）」について学習し、戦争の悲惨さについて学ぶとともに、平和を愛することの大切につい

ても学んでいます。 

 

 


